
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

地盤工学会誌

  煕 鯲認 縹
一

●本号特集担当編集委員 ：林　　昌 弘 （主査）

樹

彦

寛

輝

浩

邦

正

野

村

信

田

宇

中

竹

吉

新 清　　晃

西 山 高 士

玉 手　　 聡

田 代 む つ み

高 橋 英 紀

船 山　　 淳

本号の 編集にあた っ て

　本号は 「最新の CPT テ ク ノ ロ ジ ー
」 に つ い て の特集号 で す 。

三 村衛 先生 を委員長 と して 平 成

18年 〜20年 度 に 設置 され た 「最近 の CPT テ ク ノ ロ ジ ーと そ の 設計 ・環境 ・防災へ の 適用 に 関す

る研究委員会」 で の研究活動の 成果 を報 告 して い ただ きます。

　 コ ー
ン 貫入試験 （電気式静的 コ

ー
ン 貫入試験 ；CPT ）は，地盤調査 法 としては世 界で最 も広

く使用 され て い る試験法で ，先端抵抗，周面摩擦，間隙水圧 を標準的 に 測 定す る こ とが可能 で あ

り，他の 地盤調査法 と比べ て多様な情報 を連続的に得る こ とが で きる とい う特長 を有 して い ます。

我が国 で は地 盤 の堆積環境が，河 ロ デル タで あ っ て も山地 か らの 急流河川 に よ っ て 運搬され る砂

礫が存在 し ， 静的貫入 に対 して は機械的な トラ ブ ル が多発するため ，地盤 調査法 と して は標 準貫

入試験 （SPT ）が席巻 して い ます 。 しか しなが ら ，
　 CPT は多様な地 盤情報 を連続的 に 取 得で き

る と い う優位性 に加 え ， 近 年，強 く求め られ る よ うに な っ た性能設計 へ の対応 に つ い て も ，

SPT と比 べ て よ り優れ た情報 を与え る こ とが可能です 。 ヨ
ーロ ッ パ 諸国は言 うに 及 ばず ，

　 SPT

が広 く実 施 さ れ て い るア メ リカ に お い て も，近年 ，貫 入設 備 を 大 幅 に改 良 した もの が 開発

（Wireline　CPT 　and 　Hybrid　Penetration；第40回 地盤 工 学研究発表会
・DS13，　J．D ．　Sinn五発表）

さ れ て お り，地盤 の複雑 さ を乗 り越 え る新技術の 開発 に よ り ， CPT の 適用 性 を 広 く利用 し よう

とい う気運にあ ります 。

　本 号に お い て は三 村委員長に よる CPT の 現状 と展望 をは じめ ，　 CPT の ば らつ き要 因，力学特

性推定 に加え て ，地盤環境分野の 展開や ボール コ ーン試験の適用等をま とめ ま した 。 本号 が国内

の CPT 普及 に少 し で もお役に 立 て れ ば幸い で す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新 清 　 晃 （しん せ い あき ら）
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